
平成28年度 厚生労働科学研究費補助金 健やか次世代育成総合研究事業

　「妊産褥婦健康診査の評価および自治体との連携の在り方に関する研究」（研究代表者　立花良之）

　「母子の健康改善のための母子保健情報利活用に関する研究」（研究代表者　山縣然太朗）

作成協力： 認定NPO法人児童虐待防止全国ネットワーク理事　高祖常子／福井大学子どものこころの発達研究センター教授　友田明美

　　　　　  JST/RISTEX「公私空間」研究開発領域「養育者支援によって子どもの虐待を低減するシステムの構築」プロジェクト

子育ての悩みがあるときは、最寄りの市町村の子育て相談窓口

または児童相談所全国共通ダイヤル「189」にご連絡ください。

●子ども時代の辛い体験により傷つく脳

脳画像の研究により、子ども時代に辛い体験をした人は、脳に様々な変化を生じていること

が報告されています。親は「愛の鞭」のつもりだったとしても、子どもには目に見えない大きな

ダメージを与えているかも知れないのです。

体罰・暴言は子どもの脳の発達に深刻な影響を及ぼします。

提供：福井大学 友田明美教授
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 既に子どもへの体罰等を法的に全面禁止している国は世界50か国以上！

国連「子どもの権利条約」では、締約国に体罰・暴言などの子どもを傷つける行為の

撤廃を求めています。

体罰は百害あって一利なし。子どもに望ましい影響などもたらしません。

親による体罰を受けた子どもと、受けていない子どもの違いについて、約１６万人分の子ど

ものデータに基づく分析が行われています。その結果、親による体罰を受けた子どもは、次

のグラフのとおり「望ましくない影響」が大きいということが報告されています。

●「親による体罰」の影響

ネガティブな親子関係
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子育てをしていると、

子どもが言うことを聞いてくれなくて、

イライラすることもあります。

つい、叩いたり怒鳴ったりしたくなることもありますよね。

一見、体罰や暴言には効果があるように見えますが、

恐怖により子どもをコントロールしているだけで、

なぜ叱られたのか子どもが理解できていないこともあります。

最初は「愛の鞭」のつもりでも、いつの間にか

「虐待」へとエスカレートしてしまうこともあります。

体罰や暴言による「愛の鞭」は捨ててしまいましょう。

そして、子どもの気持ちに寄り添いながら、

みんなで前向きに育んでいきましょう。

～愛の鞭ゼロ作戦～
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すこ

子どもを健やかに育むために

・厳しい体罰により、前頭前野（社会

　生活に極めて重要な脳部位）の容積が

　19.1%減少
 （Tomoda A et al., Neuroimage, 2009）

・言葉の暴力により、聴覚野（声や音を

　知覚する脳部位）が変形
 （Tomoda A et al., Neuroimage, 2011）

（Gershoff ET, Grogan-Kaylor A, J Fam Psychol. 2016）

幼児期の体罰によって、子どもから親への信

頼や愛情が損なわれたり、うつ・著しい不安・

多動など精神的な問題を持ったりすることが

あります。周りの人を傷つけるなどの反社会

的な行動が増加したり、感情的にキレやすく

攻撃性が強くなったりすることもあります。そ

の影響は幼児期だけにとどまらず、成人にな

ってからも続く可能性があります。
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